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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9706 3,9198 -1,28% 2,96% 3,6374 4,1217

対円 JPY 26,77 27,07 1,12% -5,16% 30,08 26,45

対ユーロ BRL 4,4469 4,3812 -1,48% 2,57% 4,1646 4,6037

対ドル JPY 106,27 106,07 -0,19% -2,44% 104,87 112,40

対ユーロ JPY 119,02 118,59 -0,36% -2,74% 117,68 127,50

Index 102.782 104.115 1,30% -0,40% 106.650 87.536

bps 137,80 131,98 -4,22% -8,33% 209,52 124,06

% 7,18 7,15 -0,42% -1,83% 9,34 7,15

% 5,51 5,48 -0,64% -5,52% 6,69 5,48

% 2,18450 2,18100 -0,16% -6,71% 2,8039 2,1845

Index 167,89 170,32 1,45% -5,74% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日は、７月IPCAがガソリン価格の下落を主因として前月比＋０．１９％（市場予想＋０．２４％）、前年比
＋３．２２％（市場予想＋３．２８％）と弱い結果となったものの、中国人民銀行が基準レートを１ドル７．００３９元
と市場予想より元高に設定したことで貿易摩擦への警戒感が緩和され、ドルレアルは３．９２ドルを下回った。
年金改革法案も下院での第２回投票後から更に議論が繰り広げられたが、内容変更がなされずに上院に送ら
れたことも好感した模様。
ボベスパ指数は３日連続で上昇し、１０４，０００台を回復。海外におけるリスクの緩和により各マーケットは安心
感を取り戻しつつあるが、弱いIPCAを受けて金利は下落しており、ブラジルの景気回復ペースの懸念から、
マーケットは９月に０．５０％の利下げを織り込み始めている。

上院での年金改革法案の投票は８月下旬以降と予想されているが、現在下院では税制改革も合わせて議論
されている。Rodrigo Maia下院議長は「税制改正は年金改革と同程度の時間か、それより短い時間で終わるだ
ろう」とのコメントを出しており、改革の行方に注目しておきたい。貿易摩擦と世界経済の減速懸念はあるもの
の、ブラジルでは年金改革や税制改革、民営化を進めており、各々の改革と中央銀行の利下げに伴う低金利
環境がブラジルの景気を長期に亘って成長させていく態勢を整え始めていくだろう。


